
心地よい風をさがして

近年の暑さは厳しいものがありますが、ひよこ組の部屋の２カ所の出入口付近

は天気の良い日には心地よい風が通り抜けます。子どもたちはここで遊ぶことが

大好き。歩行や伝い歩き、ハイハイをしながら窓や網戸越しにいないいないばあ

をして保育者やお友だちと笑みを交わしています。また、一つの出入口を出ても

う一つの出入口から入り、元の場所に戻ってくることができるということが分

かったときの子どもたちのうれしそうな笑顔！お友だちと競い合うように行った

り来たりして何度も楽しんでいます。大人からすると当たり前のことも、子ども

たちには新鮮な発見であるようです。

ひ よ こ だ よ り

発行：山川

園庭では大音量のセミの鳴き声が響き、ギラギラとした太陽が照りつける今日この頃……先日はファミリーフェスタ

へのご参加ありがとうございました。今年度初めての園の行事で保護者の皆さまと子どもたちのたくさんの笑顔に出

会うことができたことをうれしく思いました。次の行事であるすだっつっこDaysでは子どもたちの成長した姿を披露

できるよう、毎日の遊びをさらに充実させていきたいと思います。

入園当初から比べると少しずつ体力がついてきた子どもたちですが、まだま

だ体温調節の機能が未熟なため、発熱することもしばしば…。暑さで体温が上

昇すると汗をかくことで体温を下げますが、発汗機能は３歳ごろまでに完成す

るといわれています。発汗機能を育てるためには、こまめな水分補給と適度に

汗をかける環境での遊びが必要であると考えられます。

ひよこぐみでは、暑すぎず、風を感じられる場所で体を動かして遊び、汗をか

いた後はシャワー等でクールダウンして清潔を保ち、エアコンで室温や湿度を

調整して快適に過ごせる環境を整えています。湿度が高く風を感じることや汗

をかくことが難しいときはエアコンで空調を整えながら室内で体を動かす運動

遊びや手先を使う遊びを楽しめるようにしています。まだまだ続く夏を楽しく

過ごせるよう、季節の遊びも充実させていきたいです。

汗をかける体に…

「やってみたい！」「できた！」「もっとやりたい！」

出入口近くにおいている室内のすべり台もお気に入りのひとつ。体幹が少しず

つ安定してきて、階段ではないほうから登れるようになったり、階段をハイハイ

で登ってから腰を下ろし、おしりで上手にすべることができるようになったり。

特に、おしりですべれるようになった子はスピードを感じることができるように

なり、その感覚を楽しもうと繰り返しています。できることが毎日少しずつ増え

ていき、そのことが自信につながり、次の「やってみたい！」という意欲につな

がっています。子どもたちの今をよく観察し、できるようになった喜びをこれか

らもたくさん共有できるようにしていきたいと思います。

保育者の動きをじっと見つめ、保育者

が動くと子どもたちもその動きを目線

で追う…子どもたちが担任に愛着を感

じ、担任のすることを模倣しようとし

たり、お手伝いをしようとしたりする

その姿にとても愛らしさを感じます。

先生なにしてるの??
～今月の4コマ～



               

              うさぎだより          発行 島袋 

いつの間にか、セミの大合唱が聞こえるようになり夏本番です。子ども達は暑さに負けず水遊びや園庭で好きな遊

びやセミの抜け殻・ダンゴムシを見つけるなど、自然に触れ夏ならではの遊びを十分に楽しんでいます。水分補給や

熱中症対策を行いながら、元気に気持ち良く過ごせるよう環境を整えていきたいと思います。          
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朝の遊びの後入室し、手洗い・排泄を済ませカバンの

中からタオル(２枚)を出して自分のマークがついている

カゴに入れていきます。「クルクル」と言いながらタオ

ルを巻いてカゴに入れ「終わった」と言っている子に「も

う一枚は？」と声をかけるとカバンの中をのぞき込み「あ

った～」と嬉しそうに持ってきます。 

バスに乗って畑まで 

散歩に出かける時、園舎前に止まっている園バスを

見て乗りたそうな子どもたち。「乗る人～？」の声か

けに喜び、園バスに乗せてもらいました。緊張しなが

らも始めての経験、すだつっこファームまでの短い距

離でしたが、子どもたちは大満足でした。バスから降

り畑の草取りや、オクラの収穫・ダンゴムシを見つけ

楽しむことができました。また、バスに乗ってお出か

けしたいな～♪ 

 

    

ごっこ遊びが大好きなうさぎ組さん、園庭遊びでは砂

場でケーキやジュース、料理を作り保育者に運んで食べ

させてくれます。また、電話をかける真似など大人の行動

を見立てて遊び、お友だちとお母さん、お父さんや赤ちゃ

ん役になりごっこ遊びを楽しむ姿も見られます。  

 

 

 

 

 

手指遊びでは発達に合わせていろいろな教材「トング、

洗濯バサミ、シール」など用意することで自分の好きな場

所で友だちと交代しながら楽しんでいます。トングは上

手く使用することができず、挟みたいものを片方の手で

捕まえ挟んだり、シール貼りでは簡単な動作なので遊び

方を工夫すると集中して取り組んでいます。指先の力の

入れ方や指先の使い方を知らせながら、手先や指先を使

った遊びを楽しみながら取り組んでいきたいです。 

 

7 月から子どもたちの大好きな水遊びが始まり、プー

ルバックを持って嬉しそうに登園してきます。可愛い水

着に着替え大喜び、ホースから出る水の感触を楽しんだ

り顔に水がかかることや泥んこになるのが嫌がる子も

見られますが、色水遊び・ボディペインティングなど、

保育者や友だちと夏ならではの遊びを味わったり、水に

慣れることで五感を刺激し感覚の発達や運動機能の発

達に繋がるようにしていきたいです。 

簡単な身の回りのことを自分で お店屋さんごっこを通して 

手指遊び 

大好きな水遊び 

これから、ぶくぶくうがい・おたよりのシール貼りと

朝の準備が増えていきます。一人ひとりが楽しんでやり

たい気持ちになるように働きかけていきたいです。汗を

かいて着替えをすることが多くなってきました。保育者

に手伝ってもらい一緒に着替えをし、自分の好きな服や

パンツを選んで楽しそうに着替える姿も見られます。自

分でやりたいと意欲の強い時期、一生懸命に着替えよう

とする姿を認め必要に応じて援助しながら、上手くでき

ず「先生やって」と声をかけて来た時には気持ちを受け

止め、励ましながら自信や意欲に繋げていきたいです。 

 

お部屋ではたこ焼きをみんなで作り、お店屋さんごっ

こを楽しみました。お店屋さん（店員）、お客さんに分

かれて「いらっしゃいませ」や「たこやきください」「あ

りがとう」など言葉を使い、店員とお客さんと簡単なや

り取りを体験することで、言葉の発達や想像力に発展し

ていけるように子どもたちと一緒に楽しんでいきたいで

す。 

 

 

 



ぞうだより 発行：蒲原

虫が好き

ただいま挑戦中～

色水遊び、宝探しゲーム

友だちとのトラブルを通して…

去ったファミリーフェスタの行事では、ご家族での参加、ご協力をありがとうございました。感想を

子ども達に尋ねると話してくれ、お家の方と一緒に過ごし、嬉しかった気持ちが伝わってきました。

暑さで疲れが出やすい時期です。睡眠や食事、適度な休息をとり、元気で過ごせるようにしましょう。

赤、黄、青の3つの色水を作り、

スポイトを使って混ぜて遊びました。「オレンジにな

るよ」等、予想を立て話していました。実際に色が変

わると「うわー」と声が上がり、卵の空きパックや

ペットボトルに入れ、試行錯誤しながら作り、遊んで

いました。作ったものを見て、メロンジュース、レモ

ンティーと身近な飲み物に例えたり「きんくろくろ色

になった！」等、感じたことを言葉で伝えていました。

繰り返し遊び、人気の遊びです。

宝探しは目隠しをして、たらいの中に色水が入った

「当たり」無色の水が入った「はずれ」のそれぞれの

ペットボトルを用意して遊びました。何が出るかワク

ワクしながら取り出し、当たると大きな歓声が上がっ

ていました。グループ対抗でホワイトボードに得点を

書き、数える中で、「２，書く？」と数字を書き入れ、

次第に自分たちで遊びを進め楽しむことが出来ました。

セミやバッタなど虫が大好きな子ども達

です。暑さにより、戸外に出られない時間

帯もありますが、夕方はまだ過ごしやすく、広場で虫

取り網やかごを手に足元や木の葉の間を一生懸命に探

しています。「とったよ！」「見せて」と互いに見せ

あっています。そんなある日のこと、「先生、今日も

外、行けないの」と尋ねる子がいました。「そうだね、

赤の日（暑さ指数の数値で危険が赤色）だから出れな

いね」と答えると「あのさ、セミ作って、お部屋でさ、

虫とりしたらいいんじゃない？」とアイディアが！早

速みんなに伝えると「いいねー」と折ることにしまし

た。その日は虫とりはできませんでしたが、セミや

バッタを保育者と一緒に折ったり友だち同士で教え

あって作ることが出来ました。これからお部屋でも虫

とりごっこをして遊べそうです。どうやったらできる

かな？と考えたことに感心したエピソードでした。

☆運動カードの動きを真似て・・

友だちとペアになり、お山を作ったり、手押し車等、

真似っこしながら体を動かして遊んでいます。

ちょっと難しい～、簡単～と言いながら友だちと一

緒に出来る事が楽しいようです。

☆指先を使った遊び

ハサミで直線を切ったり、折り紙、ひも通しをして

楽しんでいます。

☆雑巾絞り、タオル絞り

保育者がゆっくり絞り方を見せると、水滴が落ちる

様子に「すごい」と興味津々。クリーンデーの雑巾

や毎日使う顔拭きのタオル絞りに取り組んでいます。

自分で出来る事が増える喜びを感じています。

生活や遊びの中で友だちとのトラブルはあり、自分

や相手の思いを考えていく場面が多々あります。自

分の思いとは違う、うまくいかないという時、子ど

も達は保育者に訴えています。保育者が様子を見な

がら互いに言葉にして伝え解決策を探るよう話して

みたり、保育者が仲立ちとなって代弁していくよう

にしています。双方の気持ちを出せることで安心感

につながっていきます。主なトラブルは、友だちに

言われた事で嫌な気持ちになった、遊びのルールの

理解の相違などがありますが、話し合うことで自分

とは違う考えに気づき、言葉で伝え合うことをしな

がら成長している子ども達です。



  絵本だより   発行 島袋    

夏本番を迎えましたが、子どもたちは暑さに負けず元気いっぱいです。7月から始まったプールや園庭での水

遊びや・散歩ではセミを捕まえたりセミの抜け殻を見つけたりと、この時期ならではの遊びを満喫し十分に楽し

んでいます。毎週の貸し出し日では、絵本バックを持って自分の好きな絵本を見つけ借りる様子も見られます。

幼児クラスでは自分で好きな絵本借り、乳児クラスは保育者が子どもの好きな発達にあった絵本を貸し出してい

ます。家庭でも子どもとのコミュニケーションを取りながら読み聞かせの時間を楽しんでくださいね。 

   

      

                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 お願い                      

① 借りた絵本に落書きや破損・紛失がないよう親子で大切に読みましょう。 ②返却してから借りるようにしましょう。 

② 木曜日最後の週は絵本整理のため貸し出しはお休みです。 

日頃の言葉かけと合わせて絵本に触れることで、子どもの心や言葉は育っていきま

す。絵本を通して子どもと温かい時間を大切に過ごしましょう。 

こぐまちゃんがお庭で水遊び。じょうろやホースでダイナミックに遊んで泥んこになります。お風呂

場で洗面器をかぶり「しゃわーのおとぱらぱらぱらんとおもしろい」子どもらしい発想の遊びが描か

れた絵本です。 

くいしんぼうのおばけ、夜中に台所でこっそりつまみ食いをするばけたくん。いちご、スパゲッテ

ィ、キャンディーなど、次々に好きなものを食べ、食べたものそっくりに変身してしまいます。ばけ

たくんの変身した姿と、リズミカルな言葉がたのしい絵本です。 

真っ暗な夜空に、一筋の線が走ります。そして・・・ドーンと黄色い花火が空に咲きました。さらにパ

パパパーンと星のように飛び散る花火。キラキラキラと、柳のように降ってくる花火も開きます。そし

て、今度は 3本の線がパッパパンと開いたのは、緑・赤・黄の小さな花火です。またまた、くらい夜

空に、５本の線が走ります。開いた花火の美しさが見事に再現されています。 

８月・9月の貸し出しと返却日です!! 

 

夏に楽しめる絵本です！！ 




